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【ミサ時間】主日:9時 。10時30分 /べ トナム語(第 2・ 第4日曜日):14時/英語 :16時
〒810-0041 福岡県福岡市中央区大名2-7-7 ■L:092-741-3687 Fax:092-741-5107

【巡】カトリック能古島教会 ミサ(土 )18時 〒819-0012 福岡県福岡市西区能古弁当1621-12

福岡教区年間テーマ :と もに歩み 支えあっていく共同体

大名町教会年間テーマ :

すべての人にキリス トの光であ りなさい

Be the light Of Christ to everyone
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‐ち ♪マリア様の心 それは青空 私たちを包む 広い青空 J卜 ～́

五月になりました。五月は主イエスの母であり、私たちの母となる聖母マリアに捧げた月

です。ですから、聖母マリアを愛する信者たちは喜んで「聖母マリアの連祷」の祈りを唱え

ます。この祈 りの言葉を聞きながら、私の心の中に懐かしい感じが現れています。マリア様

に対するその祈りの呼びかけ、マリアに上げた特称は、その地上の子供たちの声のように響

いています。このようにその姿にうっとりとした人、その世話を求める人、彼女以外誰にも

信頼できない人などはマリアを探していたと思います。もし、心から探し求めたなら、聖母

を必ず見つけたと思います。よい母はずっと心で自分の子供に伴おうとしているという人間

の経験です。子供はどこへ行っても、家から離れても、母はその心の中に生きています。そ

れと同じように聖母マリアは、私たちのそばにだけではなく、私たちの心の中にいらっしゃ

るのです。私たちをそれぞれ御子に対すると同じような愛で愛し、同じ母の手で抱きじめて

います。

心の中に奇跡が行われます。私たちの心は鏡のように母マリアの姿を映すのです。五月だ

けではなく、人生の間、その姿が私たちの心の中に生き、そこから決して消えないように精

一杯努力しましょう。

ルーカス レック ネ申父

ゆるしの秘跡 :通常、毎週土曜日の年前中。それ以外にも希望される方は司祭にご相談ください。
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キリス ト教入門講座

・指導司祭 :ルーカス神父
0日時 :毎週木曜日 10時 &19時
・場所 :大名町教会 lF講堂

聖書の分かち合い

・指導司祭 :ルーカス神父
0日 日寺::毎週木曜日 141寺

・場所 :大名町教会 lF講堂
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私は3年前から入門講座に参加し、先日アベイヤ司教様司式のもと洗礼の恵を受けました。

最初は内容がわからず大丈夫かなと思いました。しかし、杉原神父様や参加している先輩方々

との分かち合いを通じて少しずつ理解を深めることができました。私は、薬物依存、アルコー

ル依存の病気です。この病気の治療の一環として仲間に勧められて参加していました。最初

は、洗礼を受けることなど思ってもいませんでした。そして、コロナウイルスの感染拡大を受

けて教会に行けなくなりました。そして、また教会に行けるようになり杉原神父様からジョン

☆実習神学生紹介 ☆
神父様の講座に代わり、教会に通いました。月日

が流れ、去年洗礼対象者として名前が上がりびっ

くりしました。私は、神様を信じる気持ちが弱い

ので、教会に通うことで信仰を強くしていきたい

と思っています。洗礼を受けるまでは嬉しさとド

キドキでした。主日ミサにも感動を覚えました。

洗礼式が近づくにつれ、「この日が来たな」と式

の間感動していました。式には、いつもお世話に

なっている仲間も来てくれて嬉しかったし、教会

の先輩信者の方々も祝福してくださいました。

これからも、ミサ・教会活動 。日々の祈りを大

切にし、神様をそばに感じながら生活していきた

いと思います。現在、ミサ・入門講座以外にも週

1回のペースで教会の聖堂で静かにお祈りをし、

教会に導かれたことに感謝しています。

日々私たちを支え 。見守り。導いてくださる神

様に感謝の毎日です…

名  前
洗 礼 名

所属教会

廣田 学
ト  ミ7

鹿子前教会

(長崎教区)

4月 から宣教司牧実習でお世話になっ

ております神学科二年 トマ廣田学です。

出身は長崎教区鹿子前教会 (佐世保市)

です。

早いもので神学校生活も3年が経ち、

福岡コレジオ時代も含めると5年目に入

りました。とはいえまだまだこれからで

すので、今後ともどうぞお祈り下さい。
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↑ 神父様・神学生・参列者の方々とミサ後に記念撮影

↑分かち合いの様子

4月 29日 (金)に福岡力 トリック神学院

でソフトボールが予定されてましたが、

雨天のため分かち合い+ミ サヘプログラ

ムを変更 し親睦を深めました。

今日楽 しみにしていたソフトボール

は、雨天の為中止になり、残念な気持ち

でしたが、神父様や神学生、コレジオ生

そして、信徒の皆さまと分かち合いがで

きて楽 しかったです。ごミサにも与 りま

した。

最後に雨が止みましたので、神学生や

コレジオ生との短い時間でしたが、

キャッチボールもしてとても楽 しい時間

になりました。

アウグスチヌス 豊島 悠人
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【洗礼・初聖体・堅信】
マ ル コ

ス テ フ ァノ

モニカ・テレサ

マルク
゛
リット ・ マリー・ アラコク

ガブリエラ

【転入】
ぺ 卜口     上田
マ リア     平田
ステファノ   平田
セシ リア    平田
【転 出】

マリア ・ エリサ
゛
へ
゛
―卜   歴ゼ里予

マリア・テレシ
゛
ア     /」 Eヽ日

ペ トロ     前島

主よ永遠の安息をお与えください

青木 貞慶 (58歳 )
龍  達男 (90歳 )
末次 宏光 (94歳 )

大本

馬郡

里村

藤原

奥羽

ミ
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孝

英子

正子

しお り

真仁 (小倉教会)

浜子 (長与教会)

見  (長与教会)

光  (長与教会)

秀子 (高宮教会)

十子 (高宮教会)

尚徳 (麹町教会)

【帰 天 】

ョゼ フ

ョゼ フ

ョゼ フ

神1学生と集うソフトボ―ル大会・‐ |■‐‐ヽゝ
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【検討事項】

1.教区の宣教司牧方針について

→小教区としての取 り組み、方針、計画を次国会議で検討予定。

2.コ ロナ感染対策見直しについて

→審議の上、感染対策の変更は実施 しない、現状のままとする。

3.聖週間の典礼プリントの印刷について

→聖木曜日、聖金曜日 :各 100部、聖土曜日 :150部、復活の続唱 :500部配布。

4.お知らせについて

→毎日のミサ時間を記載する。

5.ヨ ゼフ会による聖書の分かち合いについて

→5月 10日 (火 )19:00～ 20:00に 行う。

6.聖堂掃除について

→机、椅子、 トイレ、ロビー掃除の参加者少なく、協力を呼びかける。
班別掃除当番に課題もあり。信徒のご意見をお願いする。

7.結婚式のパンフレットについて

→使用するパンフレットは度重なるコピー使用で印字不鮮明のため、新たな印刷を検討。

【報告事項】

1.講堂の長机の搬入について

→4月 25日 済、 1日長机10台ホールに、残りは 5階へ保管。

2.ウ クライナ支援募金について
―→ ¥260,508-カ リタスジャパン送金済。

3.3階電気室変圧器のPCB検査について
→5月 実施予定。

5.電気自動車のコンセント設置工事について

→設置済。

6,大名町教会非常勤職員就業規則について
→準備出来次第、提案予定。

～ ♪喜び :こ JかなS撃ませ 神の家 :こ 1〒 こう嘉 …

使徒たちの宣教が始まった。ペ ト回は「皆、互いに謙遜を身につけなさい。神は高慢な者を

敵とし、謙遜なものには恵をお与えになるからです」と、その教えを信 じる者たちは、心も思

いも一つにし、それぞれが自分の持てるものを出し合い、一人も貧 しいものはいなかった。 と

原始共同体は伝える。 しか し、 日々の分配、生活において苦情が出、使徒たちは神の言葉をな

いがしろにしてはいけないと、共同体を編成 し、祈 り、新 しい奉仕者を御言葉に生きている者

を派遣 していくのです。復活節、すべての命が光 り輝き、喜び祝 うこの季節、司祭の異動で中

村彰主任、ルーカス助任、 レナ ト協力司祭を迎え、新 しい年度を迎える共同体、さらには福岡

教区宣教司牧方針も発表された。「キリス トの愛に駆 り立てられて、人々とともに歩む教会」

3つ の大きな方針が提案され、 さらには具体的な行動提案も出された。さて私たち一人一人、

さらには各小CP、 団体、そして英語 ミサGP、 ベ トナム語 ミサGPを含む大名町共同体は2027

年福岡教区100周年に向かってどのように歩むのでしょうか。み言葉を述べ伝えるという目

的、そ してそのための目標、目標を叶えるために一人一人の問題意識をどこに置いていくので

しょうか。各家庭に―冊、熟読 し分かち合い、行うものとなっていきたいものです。

フランシスコ・ザベ リオ 濱」I青 公夫
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★ 4月の宣教司牧評議会 ★


